
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回南方地域学校再編準備委員会を開催しました 

南方地域 

学校再編だより 

登米市教育委員会学校再編推進室 

令和２年 11月発行 

T E L：0220-34-2670 
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・本紙は、準備委員会、学校再編の進捗状況について随時お知らせします。 

・会議開催日、学校再編の詳細等は、市ホームページに掲載しています。 

URL(https://www.city.tome.miyagi.jp/kurashi/kosodate/kyoikuinkai/saihensebi/index.html) 

※ 右の QR コードからもアクセスできます。 
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 11 月 12 日（木）に第５回南方地域学校再編準備委員会を開催しました。前回会議の中で反対意見や課

題に対しての説明等を行いながら再編を進めていくとしたことから、今回の会議では、これまで保護者や

地域の方たちから挙げられた意見について、教育委員会の考えを事務局から説明しました。 

 

【議 事 内 容】 

 学校再編の実施について 

 

 

 

 

【教育委員会の考え（一部抜粋）】 

・ なぜ再編する必要があるのか 

 子ども達がこれから生きていく上では、他者と考えを共有し、協力しながら問題を解決し、たくまし

く乗り切っていく力が必要となります。そのためには、多くの友達の様々な考え方に触れ、多様な人間

関係の中で切磋琢磨しながらこのような力を身に付けられるように、学校を一定の規模（各学年２学級）

以上にする必要があると考えています。 

・ 通学支援について 

 スクールバスの運行時間の基準を「概ね１時間以内」としていますが、移動時間や距離の点で利用す

る児童の負担軽減を念頭に運行計画を検討します。 

 

【委員からの主な意見】 

・ 南方地域学校再編準備委員会として統合が必要と考える理由をまとめる必要がある。 

・ 人間関係上のトラブルが発生した際に、児童数が少ないと子どもの逃げ場所がない。 

・ 東郷小学校を単独で残すといった案があるが、長い目で見れば東郷地区でも児童数が減少し、教育に

支障が出ることが考えられるので、３校での統合が望ましいのではないか。 

・ 統合し学級数が増えることで学校の先生も増えるので、一人あたりの校務分掌が減り、子どもに対し

ての時間が増えるのではないか。 

・ 地域としては、学校が無くなったことで地域の若い人の数が減ってしまうことが一番心配である。し

かし、子どもの将来のことを考えるのも非常に重要だと思う。 

・ 子ども達のためにも考えられる可能性については一つずつ検討していきその中で子ども達に一番良い

ものを選択してあげたい。 

・ 大人数で教育を行うことについて、いじめの問題など不安を抱えている人が多い。 
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